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大 正 Ⅱ 年 1 0 乃
1 唱 和 1 5 年 3  打
昭 和 1 5 年 4 打
昭 和 1 7 年 9 打
昭 千 畷 7 年 1 0 刀
昭 和 1 8 年 1 2 打
、
1
風
入
」 、
、
1
▲ 』
西 ル 1  秀 穂 教 授 略 歴
大 阪 市 に 出 生
大 阪 土 宮 H ・ , 学 校 卒 業
大 阪 外 風 語 学 校 ド イ ツ 学 部 入 学
卒 業
同
東 北 帝 凶 大 学 法 文 学 部 文 学 科 美 学 専 攻 入 学
学 徒 動 員 に よ り 応 召 。 海 軍 予 備 学 生 と し て 海 軍 機 所 学 校 に 入
校 , 校 名 「 対 淋 学 校 」 に 変 更 。 海 軍 少 尉 に 任 官 し , 海 防 艦 占
守 に 乘 組 を 命 ぜ ら れ る 。 北 方 海 域 に て 船 団 設 衛 に 当 た る う ち
に 終 戦 。 海 軍 中 1 、 出 こ 任 官 。
召 集 解 除 と な り , 復 学
東 北 帝 国 大 学 法 文 学 部 卒 業
昭 和 2 0 年 9 月
昭 和 2 1 年 9 月
職 歴
昭 和 2 1 年 Ⅱ 打
昭 和 2 2 年 9 月
昭 和 2 5 午 3  刀
昭 府 ] 2 9 年 6  見
昭 和 4 7 年 4 月
I M 倆 ] 4 7 年 4  打 ~
5 0 年 4 月
昭 和 記 年 4 打 ~
5 4 年 3  刀
昭 和 5 6 年 4 河 ~
5 8 年 3  j ]
昭 和 5 6 年 4 打 ~
認 年 3 月
昭 和 5 6 年 4 月 ~
5 8 年 3 月
昭 和 5 6 年 4 打 ~
5 8 年 3  打
東 北 帝 凶 大 学 法 又 学 部 副 手 嘱 託
助 手
同
東 北 大 学 文 学 部 講 師 美 学 諧 焚 を 分 担 , 兼 ね て 第 一 教 養 部 に
て ド イ ツ 語 の 授 業 を 担 火
東 北 大 学 文 学 部 助 教 授
東 北 大 学 文 学 剖 拶 女 授 美 学 ・ 西 洋 美 術 史 講 座 担 当 , 大 学 院 文
学 研 号 モ 科 美 学 ・ 美 術 史 学 課 程 担 辻 i , 現 在 に 至 る 。
東 洋 ・ 日 木 美 術 史 講 座 を 兼 担
東 北 大 学 評 議 貝
東 北 大 学 女 学 部 長
東 北 大 学 大 学 院 文 学 研 究 科 長
東 北 大 学 文 学 部 附 属 Π 木 文 化 研 , モ 施 設 長
莱 北 大 学 評 議 員
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東北大学文学部以外における講師歴 G少)
宮城県迄女子専門学咳,尚綱学院、〔11攻都,酔Uヒ大学弟一4対'部,岩手大学人文'
社会学部,宮城学1究女子大学,11_1形大学人文学那,名古屋大学文学部,愛却斥立芸
術大学大阪火学文学部,筑波大学去術学科系大学院課程
学会および社会における活動状況
美Vゾ、玉U田採畷7年10打
H本学術会議哲学研究述絡委n会委n その間,昭和弱年8昭和53年6乃~
~9刀[1,1際美学会議にΠ本代表として参加58年3 打
日木学術会議芸術学可究迎絡妥R会妥典昭和59年H打~
60午10jl
1ヨ木学術会散哲学研究迎絡委員会委員昭手Π60午Ⅱ月
宮城IA美術館設立凖術委員会委員長を経て,宮城県美術館運昭千隔4午2刀
営恊議会会長および企画委員会委員長
1岳島県住美術館準伽委員会委貝
石を市総合文化セソター設立準備委員
昭千隔6年3刀~
57司三12打
昭和60年4月
海外出張記録
昭和37年9月~Ⅱ打
川仟脇8年8打~
船午5月
昭和38午8月~9河
昭府146午6月~12"
史学研究および美術館視察を行う。
迅iドイッ,ボソ大学にてH ・りユッツェラー教授のもとで美
学一川洋夫術史研究
第61可田際美学会議のためアムステルダム大学にて講演と研
究発表
ソヘソ大学および市立美術館に浦いて西郡芙i川ドイツ, 、コ.
術史,とくにカソディソスキーの資料開査にあたる。その闇
スィス,ベルソ在,クレー財団にて約1ケ打冏パウル.クν
ーの資料闘査と研究を打う。
ユソヘソにて併]催の「カソディソスキー回顧展」1川ドイツ,
祝察のために出張
ソヘソオ6よびスィス,ベルソに朋査旅行西ドイツ, 二L
ニーゴスラビアにて開催の四際美学会議に日木代表として参
加1出席。その後,西ドイツ,ミュソヘソにてカソティソスキ
一朋在に従事
中莱民国台湾名に招耽さる
文部省の海外那]査としてフラソス,パリのポンピドー七ソタ
ユソヘソの市立美袮M官にて初川仂ソデー"怜よび西ドイツ,
イソスキーの原資料調査を行う。
中華人民共和田,社会科・卦可完の招きにより,中国各地におい
て,美学および現代西洋美術に関する誥演とシソポジウムを
行う。
昭不隔リf121]
昭千隔3午7 河~8月
昭和55午8月~9刀
昭矛隠6午8月
畔仟賜7年8月~9月
西ドイツ,イタリア,イギリス,スウ
昭不隔8年3 河~4打
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著 密
掲載法・発行所
「哲学研究」373号
374号
376号
「文化」復刊第2号
「美学」通巻2号
「文化」
第N巻第4号
「文化」
第15巻第6号
「東北大学文学部
研究年報」第4輯
「美学」通巻18号
「美学」通巻20号
論文題目
カンディンスキー著討由象芸郁藷兪』
一芸術における精神的なものー
カソディンスキー著「点・線・面』
一抽象芸術の基礎一
世界の名画23 クレー
キャンパス世界の名画クレー)
2
著 作
3
目
4 カンディンスキー著「カンディンス
キーの回想
ドイッ表現主義の素描a900-194の
『世界素描大系別巻1』
日本語版カンディンスキー絵画作品
全カタログ全2巻
録
5
単著共著
訳・著
6
発表年
昭和33年2月
(昭和54年2月
改訂版刊行)
昭和34年9月
(昭和54年4月
改訂版刊行)
昭和賜年12月
昭和49月5月
昭和騒年2月
昭和54年4月
昭和62年6月
学術論文
訳・著
昭和29年10月
昭和30年3月
共著
(高階秀
爾代)
訳・著
学術論文
カント r判断力批半1」』の成立に関す
る一老察
カント美学の立場一「美の自律性」
を中心としてー
美的感情の意味
ーカント美学の立場一
芸術表現の意味
ーシュライエノレマッハアの立場一
近代美学における形式主義の立場
掲載法・発行所
美術出版社
2
共著
3
責任監修
壮訟
4
美術出版社
5
中央公論社
上伺
美術出版社
講談社
岩波書店
6
単著共著
ヴィンケルマンとレシンク
『ラオコーン』論争そのーー
「美の理想」を巡って
レシングとへルダアー『ラオコーン』
論争一「文芸理論」を巡って
発表年
昭和23年7月
同 8月
同 10月
昭和25年5月
昭和25年7月
昭和26年4打
昭和26年Ⅱ月
昭和27年3月
7
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28
「 ラ オ コ ー ン 論 争 」 覚 書
「 美 の 理 想 」 に つ い て ー
" E ] n e  R O ] ] e  d e r  r e l ] g l o  s e n
G e f { i N  b e i  d e r  E n t s t e h u n g  d e r
g e g e n s t a n d s l o s e n  M a l e r e ] "
9
「 東 北 大 学 文 学 部
研 究 年 報 」 第 2 4 輯
「 カ ン デ ィ ン ス
キ ー 展 」 カ タ ロ グ
西 武 美 術 館
1 0
d e r
" u n s e r e  B e 宮 e g n u n g  m ] t
e u r o P 互 I s c h e n  m o d e r n e n
M a l e r e i "
年 刊 誌 < 青 騎 士 > の 表 紙 絵
一 非 対 象 絵 画 成 立 期 に お け る 宗 教 的
感 情 の 役 割 一
" G e n e s e  d u  c a v a l i e r  b l e u "
1 2
1 3
昭 和 2 9 年 Ⅱ 月
1 9 7 8
( 昭 和 5 3 年 3 月 )
1 9 6 4
( 昭 和 3 9 年 8 月 )
H
< 青 い 騎 士 > の 成 立
一 抽 象 へ の 志 向 一
抽 象 絵 画 の 成 立
ー そ の 発 展 過 程 と イ 乍 品 の 意 味 一
カ ン デ ィ ン ス キ ー の 《 水 彩 に よ る
最 初 の 描 象 画 》 制 作 年 代 に つ い て
カ ン デ ィ ン ス キ ー の 芸 術 と 思 想 と '
ー あ る 若 い 芸 術 家 と の 対 話 一
「 文 化 」 第 1 8 巻
第 6 号
I n  ;  p r o c e d ] n g s
O f  t h e  5 .
I n t e r n a t ] o n a l
C o n g r e s s  o f
A e s t h e t l c s ,
A m s t e r d o m
同
1 5
1 9 6 4
( 昭 和 3 9 年 8 月 )
1 6
昭 和 如 年 3 月
1 7
1 9 釘
( 昭 和 4 2 年 )
1 8
・ フ ォ ン . シ ュ ト ゥ ッ ク と
フ ラ ン ツ
象 徴 主 義
「 東 北 大 学 文 学 部
研 究 年 報 第 1 6 輯 」
X x  s j e c ] e ,
P a r j s  ( 「 二 十 世
紀 」
三
カ ン デ ィ
r , 1 二 、 ,
ン ス キ ー 生 誕 百 年
記 念 号 )
ド イ ツ i 吾 版
" H o m m a 宮 e  会
K a n d ] n s k y " ,
B a d e n - B a d e n
ド イ ッ 表 現 主 義 4
「 表 現 主 義 」 の 美
術 ・ 音 楽 」
『 み づ ゑ 』 第 8 3 7 号
1 9 7 8
( 昭 和 5 3 年 ) 再 録
1 9  " G e n e s e  d e  く 1 a  p l 、 e m i e r e
a q u e r e Ⅱ e  a b s t r a i t e >  d e
上
K a n d ] n s k y "
2 0  カ ン デ ィ ン ス キ ー の デ ッ サ ン を 前 に
し て ー あ る 若 い 画 家 と の 対 話 一
昭 和 4 6 年 6 月
昭 和 5 3 年 1 月
A r t  H l s t o r y
N O . 1 ,  s e n d a ] ,
J a p a n
『 カ ソ デ ィ ン ス
キ ー 展 』 カ タ ロ グ
ギ ャ ル リ と こ ろ
昭 和 四 年 1 2 月
昭 和 5 0 年 3 月
昭 和 5 1 年
昭 和 5 2 年 7 月
? ? ?
?
? ?
? 」
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21 カンディンスキー研究ノート
ーいわゆるく水彩による最初の描象
画>と最初の幾何学的なくデッサ
ン>についてー
22 明治初年以降のわが国における西洋
美術史学の受容とその成果に関する
比較論的研究
23 カンディンスキー作の最初の幾何学
的な<デッサン>の成立年代につい
て
" concerning the attrihut]on of24
the date of the f】rst geometr]C
Sketch of Kan山nsky"
25 チェッコ・ボナノッテの彫刻
「志向空問」の形式一
rパウノレ.クレー
展』カタログ
宮城県美術館
1979 NO、
昭和54年Ⅱ月
昭和飢年3月
26 カンディンスキーとロシア的紹命観
27 カンディンスキー作のいわゆる
「春.夏・秋・冬」図について
カンディンスキーの作品
<小さな喜び>(ーー九一三年)より
<回想>(一九二四年)ヘ
試論:パウル・クレーの芸術
ー<工ートス>の造形一
rカンディンスキ
一水彩画」展カタ
ログところギャ,
リ a0頁~ 29
頁),(ニーナ・カ
ンディンフ、キー,
0
エーノレ.ヴ寸ノレ
ブー執筆)
「昭和鼠年度科研
費報告書」
28
昭和55年3月
3
29
単著共著
昭和55年9月
Art Hlstory,
NO.8. senda],
Japan
30
1980
(昭和55年)
昭和55年10月
An Essay : The Art of paul
Klee -The Formaわom of
"Ethos"
カソディンスキー作のいわゆる
「四季図」(パネル画四幅)につい
ての試論
発表年
昭和33年2月
(昭和54年2月
改訂新版刊行)
31
「美学」通巻122号
Art Hlstony,
NO.3. senda],
Japan
「チェッコ.ポナ
ノッテ展」カタロ
グヒロ画廊
比較芸術学研究
第3集
「芸術と宗教」
「昭和56年度科研
費報告書」
「東北大学文学部
研究年報」第33輯
昭和55年12月
文等
翻訳書等一覧
昭和57年3月
昭和59年3月
掲載法・発行所
美術出版社カンディンスキー著「抽象芸弥藷兪』
一芸術における精神的なもの
(24.の全
文英訳)
昭和60年10月
同
???
42
カ ン デ ィ ン ス キ ー 著 『 点 ・
一 抽 象 芸 術 の 基 礎 一 ・
3
カ ン デ ィ ン ス キ ー 著 『 芸 術 と 芸 術 家 』
4
H .  W . ジ ャ ン ソ ン 著 『 美 術 の 歴 史 』
5
H .  W . ジ ャ ン ソ ン 著
『 美 術 の 歴 史 』 増 補 改 訂 版
H . り ユ ッ シ ェ ラ ー 著
『 抽 象 絵 画 一 意 味 と 限 界 一 』
カ ン デ ィ ン ス キ ー 著
『 カ ン デ ィ ン ス キ ー の 回 想 』
Ⅵ ' . ハ フ ト マ ン 著
『 バ ウ ノ レ ・ ク レ ー ー 造 形 思 考 一 ・ 』
レ ー 著 『 パ ウ ル ・ ク レ ー の 造 形 理
論 ー バ ウ ハ ウ ス に お け る 講 義 ノ ー ト
a 9 2 1 / 2 2 ) 』
6
・ Ⅱ " 』
7
8
昭 和 3 4 年 9  j l
( 昭 和 5 4 年 4 門
改 計 新 版 干 1 仟 ヲ
訳 昭 和 3 7 年 2 月
( 昭 和 5 4 年 増 補
改 訂 新 版 刊 行 )
昭 和 3 9 年 6 月
昭 和 4 6 作 1 2 打
昭 和 絽 作 8 月
昭 和 5 4 年 5 月
訳 昭 和 5 7 年 2 岡
昭 和 6 2 年 6 月
9
H 二
" J  『 、
j キ ' f l ,
貨 任 監 修
責 任 監 修
そ の 他
「 国 際 美 学 会 」 帳 告
「 巾 国 美 学 界 の 動 向 」
美 術 出 版 村 .
美 術 1 1 」 版 之 1
新 版 紹 介 , 書 評 等
ド イ ツ 表 現 主 義 関 係 論 文 , ド イ ツ 現
代 美 学 に 関 ず る 論 文 、 翻 訣 多 数
美 術 出 版 村
美 術 出 版 社
美 術 出 版 社
美 術 出 版 社
美 術 出 版 社
鹿 島 出 版
「 海 外 消 息 」
< 青 騎 士 > の 甲
二 つ の 寄 稿 一 N 君 に 宛 て 九 ド イ ッ
便 り ー
2
昭 和 5 5 年 1 2 月
昭 和 認 年 9 打
「 美 学 」 通 巻 1 2 3 ・ 号
「 美 " 勺 通 巻 1 3 4 号
昭 和 謁 郁 3 月
昭 和 4 0 年 8 村
各 種 展 覧 会 カ タ ロ
グ , 「 文 化 」 , 『 表
現 主 義 』 資 料 篇 等
「 文 化 」
第 2 7 巻 第  1  号
「 文 化 」
第 2 9 巻 第 2 号
?
?
